
第 35 回 年次大会 の ご案内 

 

会員各位におかれましては、ますますご健勝のこととお慶

び申し上げます。 

2018 年6 月30 日（土）に、東洋大学白山キャンパスにおき

まして、第35 回となる日本経営分析学会年次大会を開催させ

ていただきます。 

今回、統一論題テーマを「生産性分析の現状と課題」と設定

いたしました。わが国における生産性は、国際比較において

優位な産業がある一方で、大幅な劣位にある産業があります。

経営分析というパースペクティブにおいて、この点に着目する

必要があるのではなかろうかとも思いから、このテーマを設定

しました。 

今回の大会を通じて経営分析の研究の発展に何らかの貢

献ができればと願う次第です。会員各位におかれましては

日々お忙しいとは存じますが、多くの皆さまのご参加を心より

お待ち申し上げております。 

2018 年 5 月吉日 

第 35 回 日本経営分析学会 年次大会 準備委員会 

 

 【大会プログラム】 （敬称略） 

※理事会は別日程・別会場にて開催 

 

◆受付◆ 9:30~ < 10 号館 1 階； Bldg. 10, 1F > 

 

◆統一論題報告◆ 10:00~  

< 10 号館 3 階 A304 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A304 > 

座長：梶浦昭友（関西学院大学） 
 

10:00~ 座長解題 
 

#1 10:20~ 木内康裕（公益財団法人日本生産性本部） 

生産性向上に向けた日本生産性本部の活動の軌跡と 

今後の方向性 
 

#2 10:50~ 滝澤美帆（東洋大学） 

日本の生産性の現状と生産性向上に向けた取組み 

 

#3 11:20~ 青淵正幸（立教大学） 

企業を取り巻く環境の変化と生産性分析 

 

（昼休み） 

 

◆統一論題討論◆ 12:30~  

< 10 号館 3 階 A304 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A304 > 

座長：梶浦昭友（関西学院大学） 

木内康裕、滝澤美帆、青淵正幸 

 

◆自由論題報告◆ 13:20~ 

 

< 10 号館 3 階 A302 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A302 > 

座長：古山徹（日経メディアマーケティング） 

 

#1 13:20~ 閆粛（早稲田大学大学院） 

IFRSとコンバージェンスした会計情報の価値関連性が高まるか 

―A 株と B 株を同時に上場する中国企業からの証拠― 

 

#2 13:55~ 井岡大度（国士舘大学） 

キャッシュ・コンバージョン・サイクルにもとづく財務分析の展開 

 

#3 14:30~ 杉浦慶一（㈱日本バイアウト研究所） 

産業革新機構による経営支援の事例分析 

―ルネサスエレクトロニクスの事例を中心として― 

 

< 10 号館 3 階 A303 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A303 > 

座長：中嶋教夫（明星大学） 

 

#1 13:20~ 加藤仁史（明治大学大学院） 

建設会社の業績評価に有効な月次出来高集計表 

 

#2 13:55~ 白田佳子（筑波学院大学）・荻野紫穂（武蔵大学） 

財務格付と環境報告との傾向分析：AI 自然言語処理による 

XBRL データの実証分析 

 

#3 14:30~ 中井誠司（国士舘大学） 

アナリスト・カバレッジとコンセンサス予想 

 

< 10 号館 3 階 A304 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A304 > 

座長：長野史麻（明治大学） 

 

#1 13:20~ Masumi Nakashima (Kanazawa Gakuin 

University); Hirohisa Hirai (Kanagawa University); 

Yoshitaka Hirose (Osaka City University) 

Is There a Possibility to Predict Fraud Using MD&A? : 

Evidence from Japan 

 

#2 13:55~ 越智信仁（尚美学園大学） 

財務・非財務情報の弾力性と比較可能性 

― 開示目的・対象・属性に応じた考察 

 

#3 14:30~ Connie O'Brien (Minnesota State University, 

Mankato)  *海外招聘セッション 

Donnelly Salon: Reviewing disbursements, a teaching 

case 

 

 

◆特別講演◆ 15:10~  

< 10 号館 3 階 A304 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A304 > 

司会：中島真澄（金沢学院大学） 

Wm. Dennis Huber (Capella University) 

Forensic Accounting Education and Research in the U.S. 

（米国における法廷会計の教育および研究） 

 

◆会員総会◆ 16:15~  

< 10 号館 3 階 A304 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A304 > 

 

◆懇親会◆ 17:30~  

< 8 号館 地下 1 階； Bldg.-8, B1F> 

  



【大会参加費・懇親会費】 
 

1. 大会参加費 ........................................... 3,000 円 

2. 懇親会費 ............................................... 3,000 円 
 

ご参加の方は、同封の払込取扱票に必要事項をご記入の 

うえ、 6 月 21 日（木）  までにご送金ください。ご送金を  

もちまして参加申込とさせていただきます。なお、念のため、

当日は「振替払込請求書兼受領証」（払込取扱票の手元控）を

ご持参ください。 

事前に参加費等を送金なさり、当日ご参加できない場合で

あっても、払い戻しは致しませんのでご了承ください。なお、

「振替払込請求書兼受領証」をもって参加費等の領収書に 

代えさせていただきます。 

※ 準備の都合上、事前のご送金にご協力を賜りたく、  

よろしくお願い申し上げます。 

昼食（弁当）につきましては、学食または近所の飲食店等を

ご利用ください。 

宿泊施設の予約や紹介はお引き受けできません。 

 

【参加申込方法】 

ゆうちょ銀行「払込取扱票」にて、大会参加費等をご送金  

ください。その際、「通信欄」に、「大会参加費」「懇親会費」の

参加有無と、ご所属、おところ、おなまえをご明記ください。 

また、当郵便物の宛名ラベルに記載のございます「会員番号」

をご記入いただけると助かります。 

口座記号： ００１７０－０  口座番号： ７３１１８７ 

加入者名： 日本経営分析学会 年次大会 

 

【予稿集】 

当大会では、予稿集（印刷物）を配付しません。日本経営分

析学会 website に掲載しますので、必要に応じてご自身で印

刷のうえご持参ください。なお、大会1週間前を目途に掲載す

る予定です。 

予稿のパスワードは           です。当パスワードは

非会員の方々へはお知らせにならないようご留意ください。 

（郵送したプログラムに記載） 

【交通アクセス】 

 
都営三田線 白山駅 A3 出口 より徒歩 8 分 

東京メトロ南北線 本駒込駅 1 出口 より徒歩 10 分 

 

※キャンパスに駐車場はございません。 

 

 

【その他】 

会員控室 

< 10 号館 2 階 A205 教室； Bldg. 10, 2F, Room – A205 > 

大会本部 

< 10 号館 3 階 A305 教室； Bldg. 10, 3F, Room - A305 > 

 

 

 

 

 

 

 

日本経営分析学会 年次大会 準備委員会 

委 員 長 増子 敦仁 （東洋大学経営学部） 

委 員 吉 岡  勉 （東洋大学国際観光学部） 
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